ルネサンス建築の至宝　「ミケランジェロ展」
パナソニック汐留ミュージアム（東京・新橋）　2016.06.25〜08.28
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　イタリア・ルネサンスの巨匠「ミケランジェロ」（1475〜1564）は、彫刻、絵画、建築の３つの領域において、他の追従をゆるさぬ卓越した人体表現と深い精神性を示したことで知られている。特筆すべきは、石の魂の中から彫り出された「ダヴィデ像」やヴァチカン宮殿・システィーナ礼拝堂に描かれた史上最大の「天井画」は、まさに超人技の作品として絶賛されていることで名高い。
　本展は、ゆかりの資料を公開する美術館の所蔵作品を中心に、「ミケランジェロ」の真筆の素描や書簡を含めた作品およそ「70点」が展示されている。
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加えて巨匠の偉業として本邦で初公開されるのは「サン・ピエトロ大聖堂クーポラ」（1626年完成：写真）や「サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂スフォルツァ礼拝堂」（世界遺産）、「ポルタ・ピア（ピア門）」（1565年）など「12件」の建築作品である。

＜展覧会の見どころ＞
１．会場は巨匠が参照した古代ローマの遺跡をモチーフとしたイメージ。
２．システィーナ礼拝堂の下絵を始め、神筆の素描「35点」を展示。
３．建築家としての全貌を本格的に紹介する日本最初の催事で、本展のために制作された「サン・ロレンツォ聖堂付属ラウレンツィアーナ図書館」の模型。
４．巨匠とかかわりのあったルネサンス期イタリアの建築家「フィリッポ・ブルネレスキ」「ドナード・ブラマンテ」「ラファエロ」「アントニオ・ダ・サンガッロ・イル・ジョーヴァネ」などの建築家を通して当時の建物の概要の紹介。
